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５月のＲＩ会長メッセージ 

 

ロータリーの物語は 
書き換えられなければならない 

R I 会長  ラビンドラン 

 親愛なるロータリアン

の皆さん、親愛なるロー

タリアンの皆さん、数年

前、善意ある開発援助機

関が、ケニアのカノ平原

のある地域社会で水供給

の改善事業を引き受けま

した。実行委員会が結成

され、会議が開かれ、地

元の人からも意見を聞きました。そして、灌

漑と家畜用の水供給システムを改善するとい

う主なニーズが特定されました。地元の代表

者が望む通りに、このニーズに取り組む計画

を立て、すぐに作業が始まりました。 

 

 しかし、工事が始まると、地元の女性グル

ープが即座に反対の声を上げ、水の迂回路を

造ろうとする作業員の前に立ちはだかりまし

た。さらなる調査の結果、農業用に迂回させ

ようとした水は、何世帯もが飲料水や生活水

として使う唯一の水源だったということがわ

かりました。開発プロジェクトは一からやり

直しとなりました。 

 

 なぜこんなことが起きたのでしょうか。そ

れは地域住民を代表するグループがすべて男

性で、誰一人として女性の声を聞かなかった

からです。計画のどの段階でも、男性たちは

地域の事情とニーズをよく知り、地域を代弁

し、地域を代表できると決めてかかっていま

した。これが実情とはほど遠いということは

明らかです。地域のニーズとリソースをよく

理解していたのは女性たちでしたが、彼女ら

の意見を求められることはありませんでした。 

 

 ロータリーに女性が入会するようになった

のはわずか 30 年ほど前のことですが、それ以

来、ロータリーが最も生産的な状態であるこ

とは偶然ではありません。1995 年当時、女性

会員は 20 人に 1 人にすぎませんでしたが、今

では 5 人に 1 人（*）の割合です。進歩してい

ますが、まだ十分ではありません。私たちが

地域の代表になりたいと考えるなら、その地

域の状況を反映させなくてはならないという

のが常識です。そして、地域のために十分に

奉仕したいのなら、ロータリーに地域の実情

を十分に取り入れなければならないのです。 

 

 男女平等に関するロータリーの方針は非常

に明確です。しかしながら、ほぼ 5 分の 1（**）

のクラブは女性の入会を今も拒み続けていま

す。会員となるのにふさわしい女性が見つか

らないと言うのです。そう論じるロータリア

ンに対して、私はこう申し上げるでしょう。

その方こそ、ロータリアンに求められる最も

基本的な 2 つの資質、すなわち「誠実さ」と

「良識」が欠けている、と。 

 

 女性への門戸を閉ざすクラブは、持ちうる

才能、能力、人脈の半分以上を見逃していま

す。地域社会や人々への奉仕に欠かせない、

全体像を失っているのです。私たちの可能性

を限定するような固定概念に固執すれば、奉

仕活動だけでなく組織全体がダメージを受け

るでしょう。またパートナー団体が私たちを

真剣にとらえることはなくなり、入会見込者

にとっては魅力のない団体と映るに違いあり

ません。特にロータリーの未来に欠かせない

若い層を失うことになります。 

 

K. R. RAVINDRAN 

PRESIDENT,ROTARY 

INTERNATIONAL 



          

５月のガバナーメッセージ 

 

国際ロータリー第 2640 地区  

ガバナー 辻   秀 和 
 

 皆さま、こんにちは、

５月は青少年奉仕月間

です。 

RI2640 地区では、先

の和歌山での地区大会

に続き、４月 24 日の地

区研修・協議会も盛況の

うちに無事終えること

ができました。地区全体

は、ここ数カ月の間で、

みるみるのうちに本来

のロータリー姿を取り戻しつつあります。 

私は、ＲＩ2640 地区の活動が、和気あいあいと

楽しく、有意義なうちに執り行われていく状況の

中、すべてに心から感謝するとともに、「ロータ

リーの友情」をやっと取り戻すことが叶い、その

喜びに満ち溢れております。  

すべては、ロータリー歴や在籍年数に関わらず、

老若男女を問わず多くのロータリアンたちが、思

慮深く熱意と真心を持って、まさに「超我の奉仕」

の精神にて、額に汗を流して取り組んでいただい

たお陰様です。私たちは、地区が再生されたから

と言って、このことを決して忘れてはなりません。

又、ロータリアンとして「誠実さ」と「良識」を

今後ともに欠如することなく、「誇り」をもって

奉仕活動を継続してゆかなければなりません。 

“温故知新”すなわち過去の出来事を十二分に熟

知して、そこから新しいものを見つけ出す。  

今私は、感慨無量、まさに『感無量‼』の境地で

ます。 

  私は、DG として常日頃から当地区内の皆さま

に、次のことを推奨しています。 それは、自身

がなにがしかのお陰をもって、得ることのできた

もの、すなわち新しい知識、技能、体験や経験な

ど、それを自身のみだけの「宝物」としないで、

地域社会や世界のために駆使していただきたい

と願っています。 

まずは、自身の身の回りから、地域社会におい

てそれを実践していただくことが肝心と考えて

います。 簡単なことと思われますが、なかなか

難しいことです。私は、自身の体験・経験の教訓

からこれを強力に推奨しています。 

 

 

＊19 歳～22 歳 学生時代 4 年間の夏休み  

韓国ライ病患者社会復帰村 労働奉仕活動 

と現存日本人開拓村の調査  

＊23 歳～25 歳 3 年間 JOCV 青年海外協力隊農

業土木 マレーシア国 現地灌漑排水局配属 

国産米による時給自足の国策に協力活動 

＊マレーシアでの教訓   

 ①生活環境 語学の壁、欧米人の英語力と日本

人の現地語 （マレー語）の差、文化と人種

の壁（欧米人とア ジア人）東洋人同士の誼  

 ②職場環境 エンジニアの地位 一室を提供

されるテクニシャン数名、農学士、 測量士

チーム、ドライバー付き、事務方など 、   

日本との差（弁護士・医者・技術者 同格扱

い）  

③国情 当時、国産エンジニア未無 海外の大

学を卒業したエンジニアが活躍 特殊業種 

赴任3年後の帰国時マレー大学卒業初の国産

エンジニア誕生、赴任する  

 ④状況 開発途上国共通の事情 自身の特

技・発明は「宝物」他に容易な伝授無し   

自身の糧。身分保障 家族の生活保障   

ポイント：これらの自己中心的意識が、その

国の技術の向上や国の発展を阻害している 

 ⑤世界的見地 以上のことは、世界中共通の出

来事です。克服しなければならないことは、

＊自己中心に考えるということを個人の尊 

厳だなどと教えない。 

＊自分の肉体というものは人類全体の肉体 

であるべきである。 

＊理論ではなく、感情的にそう思えるように 

 なることが大事。 

（＊＊＊「人間の建設」岡潔 著作より） 

 ⑥素晴らしい事例 

山中 伸弥 博士（やまなか しんや 昭和 37

年 9 月 4 日生）は、iPS 細胞をどこの国の研

究者でも使えるよう公開しています。大阪府

枚岡市（現・東大阪市）出身の日本の医学者。 

京都大学 iPS 細胞研究所所長・教授、日本学

士院会員。学位は博士（医学）。その他称号

としては京都市名誉市民、東大阪市名誉市民

など。文化勲章受章者。「成熟細胞が初期化

され多能性をもつことの発見」により 2012

年のノーベル生理学・医学賞をジョン・ガー

ドンと 共同受賞した。 

    中山博士のような事例はとても有難いこ

とです。世界の人々とっては感謝!!感謝!!で

す。 とてもさわやかな気分になります。 



          

はじめての台湾 
 

地区インターアクト委員会 

委員長 近 藤 本 淳 
 

2015 年末 12 月 25

日から 28 日まで

2640地区インターア

クトクラブの海外研

修に同行して台湾に

おじゃました。イン

ターアクト委員長を

拝命しながら実は初

めての海外研修への

同行であった。結論から言うと行ってよか

った。非常に充実した4日間だったからだ。

台湾というか台湾人にはじめて会ったのが

金美齢さんだった。今から 16 年前、青年会

議所のフォーラムでゲストスピーカーをお

願いしたことがきっかけだった。 

 

 

 

 

 

 

今もよくテレビでお見かけするが、日本

人になったこと以外当時とほとんどお変わ

りなく素敵な方である。当時、縁あって仲

間たちと一緒に新宿（当時）のご自宅に招

待された。今は亡き夫君周英明氏とともに

暖かく出迎えてくださった。その日の夕食

はあの鼎泰豐（ディンタイフォン）から料

理人と共に小龍包の出前である！初めて食

べた、やけどするほどの肉汁の入った小龍

包は格別においしかった。「今日はすごいお

友達がくるわよ」と笑いながらおっしゃる

ので期待していると、小林よしのりさん、

屋山太郎さん、櫻井よしこさんといったそ

うそうたるメンバーのお越しである。 

 

はじめは緊張していたが紹興酒の酔いも

まわって和気藹々の宴席となった。金美齢

さんはよくパスポートの話をされる。ご自

身が台湾国籍の時不自由な目にあった体験

から日本人のパスポートがいかに信頼度の

高いものかということを。 

 

それは『日本人「個人」が信頼されてい

るのではなく「公の日本」国民として信頼

されているから。人間はどの時代のどの国

のどの人種のどういう家庭に生まれるかを

自らの意思では決められない。どういう両

親のもとに生まれてくるのかは運命である。

では日本人は、日本人として生まれてきた

ことをどう受け止めて、どう背負っていく

か、どう前向きに生きていくか。今の若い

日本人はこれを教えられていないし、大人

も教えようとしていない。日本の教師の少

なくない人が教え子に国家を歌わせず、国

旗を焼いたり排除したりすることが民主

的・進歩的な行為なのだと教えてきたよう

だ。日本人として生まれた意味、引き受け

ざるを得ない宿命、自分の国をどう見るか

と云う事に確信を持たねばならない。大東

亜戦争も反省すればいいのだが、自信を失

うほどになってしまった。歴史には光と影

がある。何が光で何が影かをしっかり捉え

ていかなければいけない。今の日本は平和

を愛し、民主、自由を実践している秩序正

しい立派な近代国家。こういう国がリーダ

ーにならなくてはならない。このアジア地

域ではその資格をもつのは日本以外にはな

い。』16年前の話である。 

 

これはそのまま今の青少年に聞かせても

通用するような内容ではないか。今年から

満 18 歳になると選挙権が与えられる。高校

在学中の生徒もいる。すなわちインターア

クトクラブメンバーも含まれる。現時点で

の対応は進んでいるのだろうか？誇りある

日本国民として、自分の考えで正しい選択

をできる機会にしたいものである。  



          

青少年奉仕月間に寄せて 
 

地区青少年交換委員会 
委員長 北 中 登 一  

                                  (PG) 

私の恩師「加藤正彦

氏」が「学生の留学」

について次のように述

べている。 

最近は「海外への留

学」という言葉も、ご

く普通の言葉となった。

30 年ほど前、社会全体

に国際化の波が押し寄せた当時は、学校現

場でも国際理解教育が謳われ、その具体的

実践としてのこの言葉は、とても新鮮に響

いたものである。1988 年に海外での高等学

校の履修が日本の高校での単位として認め

られ、留学した場合、それまでは 4 年で高

校卒業となっていたのが 3 年で卒業できる

ようになってから、留学する学生数は飛躍

的に伸びた。当時は留学する学生を送り出

す側の挨拶に『君たち一人一人が日本の国

の代表なのだということを忘れないよう

に』という言葉が多く聞かれたが、今はそ

んな言葉もあまり聞かれなくなった。「将来

を担う若人が国境を越えて交流し、相互理

解に務め、文化の違いを体験しつつ、その

違いを認め合い、相互に学びあい、高め合

い、ともにこの地球で生きて行くことによ

って、世界の平和を実現していく」…等々

の理念は、もう当然のこととなったからか、

逆に人々の意識の表になくなってきつつあ

る。 

しかし、無知から生じる偏見や差別感の

払拭は、まず相手を知る事から始まること

を思えば、始めは何も大きな目的理念を意

識せずとも、その国の人々はどんな考えを

持っているのかに興味さえあればよいので

はないか。 

 

あのユネスコ憲章前文の『…since wars 

begin in the minds of men, it is in the 

minds of men that the defenses of peace 

must be constructed』『戦争は人の心の中

で生まれるものであるから、人の心の中に

平和の砦を築かなければならない』という

文はあまりにも有名だが、その後に続く文

はあまり知られていないのでここに上げる。

『ignorance of each other's ways and 

lives has been a common cause,throughout 

the history of mankind, of that suspicion 

and mistrust between the people of the war

…』『相互の風習と生活を知らないことは、

人類の歴史を通じて世界の諸人民の間に疑

惑と不信を起こした共通の原因があり、こ

の疑惑と不信のために諸人民の不一致があ

まりにもしばしば戦争になった』 

学生たちが海外に出掛け、そこでの草の

根の交流によって無知から来る不信を取り

除き、その国の人の想いや風習を理解し始

めた時、まさしく『心の中に平和の砦』を

築き始めたことになるのであろう。以上の

観点から、ロータリー青少年交換事業は、

これからも続けていかなければならない。

やり甲斐のある奉仕活動であろう。 

 

青少年交換委員長会議の写真 

 

 

 



          

青少年奉仕について 

 

地区青少年・ライラ委員会 
委員長  原   靖 治 

 
ロータリーの皆様、初め

まして。私はロータリー歴

が約５年を経過し、1971
年に生まれました、いわゆ

る団塊の世代の子供にあ

たる世代です。 
世の中では、私の生まれ

た世代を「ロストジェネレ

ーション（失われた世代）」とかいうカッコの

よいネーミングをつけていただいております。 
 
家族には、妻、長男（３歳）、長女（０歳、

生後３か月）がいます。まさに、これから子

育てをしていかなければならず、子供の幸せ、

将来のことを思いますと、非常に気負います。

そんな未熟な私が「青少年奉仕」ということ

で、ロータリー活動において、青少年とどの

ように接するかというテーマをもって、ロー

タリアンの皆様に私の思いを吐露することに

ついて、躊躇を覚えておりますが、よろしく

お願いいたします。 
 
いわゆる青少年は、社会にデビューする一

歩手前、及び社会にデビューして間もない

人々のことを指すと思いますが、青少年の

方々は、まさに現在に生き、私も含め、ロー

タリーの皆様も過去にその時代を過ごされて

いたことは、間違いのない事実であります。

青少年期を過ごす時代は、社会に出るまでの

「人格形成」に多大な影響を及ぼすというこ

とは、一般によく言われることです。私自身、

自分自身のことにおきかえて、そのことにつ

いて考えてみますと、あのとき過ごした時間

の経過が前提で、今現在における私のキャラ

クターの基礎になっているということを言わ

れても、今ひとつピンと来ないというのが私

自身の本音ではありますが（その後の、社会

に出てからの苦労が大変だった）、私自身の経

験を踏まえて、青少年期は、自分自身の色々

な可能性を想像できた半面、これから出てい

く社会に対しての視野が非常に狭かったと思

います。青少年期は、親権に復し、教育を受

ける義務が法律のたてつけで決められている

ので、家庭での教育、学校教育が中心になる

のは当然の帰結であろうとは思います。隣国

である韓国のように、徴兵制度が定められて

いれば、また違った形になるとは思いますが。 
 
日本は、資源のない国です。人材が社会資

源で日本の繁栄を支えているというのはよく

言われることです。国家が人をもののように

捉えるのは、反発もありますが、日本に生き

る私たちとしては、現実として受け入れなけ

ればなりません。そして現在において、人材

サービスである「おもてなし」という我々日

本人にとって得体の知れない精神が、なぜか

外国の人に対しては受けています。 
日本の国家を支える社会資源である、人材

の育成に関し、ロータリーの社会経験上の多

様性をもって奉仕活動を行うことは非常に意

義深いことと思います。 
 
子どもを二人ももうけてしまって、経済的

なことも含めてどうしようという不安を他人

に口にすると、「大丈夫、大丈夫、子供なんて

ものは、勝手に大きなっていきよる」という

楽観的なことを言われることが多いのですが、

社会が子供を育てるという雰囲気作りが、今

ある社会問題の少子化を解決する一要因では

ないかと思います。 
 
追伸、皆様のお陰をもって、ライラセミナ

ーは無事終了いたしました。ライラ委員会の

皆様、及びその他関係者の皆様に対し、重ね

て御礼申し上げます。ありがとうございまし

た。 
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国際奉仕委員長会議の報告 
  

地区国際奉仕委員会 
委員長 道 本 雅 秀 

 

今期、国際奉仕委員長

を仰せつかりました道本

です。皆様方の平素から

のご理解とご協力に感謝

いたします。 

第 4 奉仕部門である国

際奉仕とはいかなる奉仕

なのか、といつも自問自

答してきました。様々な

ロータリー活動に参加したり、ホームクラブの

例会や他のクラブのメイキャップに参加して

いるだけでは、なかなか『国際奉仕』にはたど

り着かない気がします。しかしながら、本来は

もっと近くに国際奉仕は存在しています。考え

てあげたり、理解してあげたり、書物やネット

等の媒体によって、世界を知り、なんらかの希

望や要望に応える活動に参加することで、十分

に国際奉仕は成し得ると思いました。 

 米山の学生さんや長期交換の留学生の皆さ

んをお預かりするのも立派な国際奉仕ですが、

もっとも大切なことは、理解をしてあげる、理

解を深めることではないでしょうか？私の

Facebook のお友達の三分の一はたまたまです

が海外の方たちです。お友達のレベルで対等に

色々な会話を楽しんでいるだけで、とても喜ん

でいただけるのです。それって、もしかすると

国際奉仕ができているのかも、と喜んでしまう

時があります。 

 今回の国際奉仕委員長会議は、4月 24 日、ア

ゴーラ堺におきまして、開催をさせていただき

ました。基調講演には、

河内長野市国際交流協会

副理事の柴 理梨亜様に

おいでいただきました。

彼女は、アルゼンチン共

和国、ブエノスアイレス

市生まれ。ブエノスアイ

レス国立大学卒業後、日

本に留学され、1982 年に再度来日、1988 年よ

り河内長野市に在住。大学の講師を務めながら、

河内長野市国際交流協会の設立発起人の1人と

して参加し、学生の頃に学んだ英語、フランス

語やイタリア語と母国語のスペイン語を通じ

て、様々な国々との交流や多文化共生社会の実

現に向けて活動している、とても国際的な方で

す。講演の一部をご紹介します。 

・奉仕しているという気持ちがなく交流中心に

考えています。 

・してあげるのではなく交流で同じ立場に立っ

て、生活等を見直す。 

・日本にもしょうゆを隣で貸借りしていた時代

があった。その気持ちが大切。 

・例えば留学生に寝るとこ・食べ物を提供して

いるだけでなく、我々が学ぶところがあるで

しょ？ 

・全ての活動も、最終目的は世界平和では？ 

・小さいころから世界のお友達をいっぱい作れ

ば、????ちゃんの国の心配、という人間にな

るから。 

・習慣の違いでは、例えばプレゼント。日本で

は人前で開けないけど、世界ではその場で開

けるのが普通。 

・日本では引っ越してきた人が挨拶して当たり

前だが、たいてい外国人は、周りが挨拶に先

に行く。 

・ロータリーにおいては、世界平和を少しづつ

達成に近づくように、小さいところから続け

てあげて。 

・アルゼンチンでは、1 週間は週末のためにあ

り、それ自体が楽しみで、サービスしないと

いけないとは思わない。 

等の面白いお話でした。講演後の意見交換会

も、ロータリーの友にも掲載されていない素晴

らしいお話もたくさんお聞きしました。皆様、

大変お忙しい、しかも世間が桜満開のうきうき

した季節の日曜日のお昼間にもかかわらず、多

数お運びをいただきました事、本当に感謝につ

きません。お花見例会までキャンセルしておい

でくださったクラブもありました。しかしなが

ら、今日は来てよかったよ、とお声がけいただ

き、報われました。紙面をお借りして、心より

御礼申し上げます。 
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第 34 回ＲＹＬＡ研修セミナーの報告 
 

 4 月 29 日～30 日、河内長野市立滝畑ふるさ

と文化財の森センターで、第 34 回ＲＹＬＡ研

修セミナーを開催いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 



          

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アクセス】 
原町北を直進し、本多町交差点を左折、 
一つ目信号（長野保育園）を右折すると左手すぐに駐

車場がありますので、お車はそちらに停めていただ

き、元の道に戻り直進、次の信号の角の建物の２階が

事務所です。（徒歩約 3 分） 
 
【最寄り駅】 
南海高野線 河内長野駅 

国際ロータリー第 2640 地区 ガバナー事務所 

 〒586-0017  大阪府河内長野市古野町 7-42 2F 
       TEL 0721-55-2640 FAX 0721-55-2641 
       e-mail  hidekazu-2640@pure.ocn.ne.jp 
       URL http://rid2640g.com 


